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S t r e p t o c o c c u s  u b e r i s に よ る バ ル ク 乳 の 細 菌 数 増 加 事

例 と 管 内 で の 分 離 状 況  

： 長 野 県 飯 田 家 保  坂 本 英 優  

 

 令 和 3 年 3 月 上 旬 、搾 乳 牛 5 6 頭 を 飼 養 す る 酪 農 家 に1  

お い て バ ル ク 乳 の 細 菌 数 増 加（ 5 1 万 / m l ）事 例 が 発 生 。2  

バ ル ク 乳 か ら 環 境 性 レ ン サ 球 菌 が 多 数（ ＞ 1 万 C F U / m l ）3  

分 離 さ れ た た め 、 乳 房 炎 牛 の 存 在 を 疑 い 全 頭 個 体 乳 検4  

査 を 実 施 。 そ の 結 果 、 1 頭 か ら S t r e p t o c o c c u s  u b e r i s5  

（ S U ） を 多 数 （ ＞ 1 万 C F U / m l ） 分 離 。 当 該 牛 治 療 中 の6  

4 月 上 旬 の 乳 質 評 価 検 査 で 細 菌 数 が 減 少 （ 6 万 / m l ） し7  

た こ と か ら 、 原 因 を S U 感 染 乳 房 炎 に よ る も の と 特 定 。8  

こ れ を 受 け 、 酪 農 生 産 性 向 上 対 策 事 業 に 係 る バ ル ク 乳9  

検 査 に 併 せ 、 管 内 の S U 浸 潤 状 況 を 調 査 。 3 3 戸 の う ち1 0  

前 期 3 戸 、 後 期 7 戸 で S U を 分 離 。 S U は 難 治 性 乳 房 炎1 1  

を 引 き 起 こ す た め 、 早 期 発 見 と 予 防 が 重 要 と な る こ と1 2  

か ら 、 広 報 に よ る 啓 発 を 実 施 。 感 染 牛 の 特 定 、 飼 養 環1 3  

境 及 び 搾 乳 衛 生 の 改 善 指 導 を 行 う こ と で 、 S U に よ る 難1 4  

治 性 乳 房 炎 を 減 少 さ せ 、 管 内 酪 農 家 の 生 産 性 向 上 に つ1 5  

な げ た い 。  1 6  


